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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 11,983 79.5 833 674.5 793 749.6 508 930.6

30年3月期第1四半期 6,676 △2.9 107 △64.7 93 △69.3 49 △76.7

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　499百万円 （―％） 30年3月期第1四半期　　42百万円 （△78.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 67.46 ―

30年3月期第1四半期 6.55 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第1四半期 33,106 14,907 45.0 1,976.12

30年3月期 33,101 14,483 43.8 1,919.91

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 14,907百万円 30年3月期 14,483百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 41.3 1,200 227.6 1,100 189.0 700 253.4 92.79

通期 34,500 11.5 1,500 20.1 1,400 2.9 850 63.0 112.67

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正については、本日（平成30年８月８日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 7,718,722 株 30年3月期 7,718,722 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 174,885 株 30年3月期 174,860 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 7,543,855 株 30年3月期1Q 7,543,863 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界を取り巻く環境は、人件費の高騰等が収益面に影響を

与え、また人手不足も顕著化の度合いを増してまいりました。 

 このような状況下、前第４四半期連結会計期間より準備を進めていた米国不動産投資会社が昨年取得した全国規

模の集合住宅への原状回復工事・修繕工事等の取り組みが本格化したこと、前連結会計年度に新築・増築オープン

した２ホテルおよび当第１四半期連結会計期間に新築オープンした１ホテルが順調であること、食品工場の生産ラ

インの衛生管理等を行うサニテーション業務の拡充が順調であること等により、当連結会計年度は順調なスタート

を切っております。また、第２四半期連結会計期間に見込んでいた大口の販売用不動産売却が前倒しとなり、売却

コストが削減された影響もあったことから、前年同期と比較して売上高、経常利益、親会社株主に帰属する四半期

純利益が増加いたしました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は119億83百万円（前年同期比79.5％増）、経常利益は7億93百万

円（前年同期比749.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5億8百万円（前年同期比930.6％増）となりま

した。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につい

ては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

① ビルメンテナンス事業

ビルメンテナンス事業では、前第４四半期連結会計期間より準備を進めていた米国不動産投資会社が昨年取得

した全国規模の集合住宅への原状回復工事・修繕工事等の取り組みが本格化したこと、商品工場の生産ラインの

衛生管理等を行うサニテーション業務の拡充が順調であること等により、業績が向上しております。また、お客

様のニーズを踏まえた省エネ・省コストに繋がる各種提案、作業品質を維持・向上させるための現場チェック・

作業指導活動等を継続して実施しており、新規現場の受注も増えております。自社運営ホテルへの取り組みへの

評価に伴う、他社運営ホテルのメンテナンス案件の新規受注も増えてきております。人件費の高騰等収益面への

影響は厳しいものもありますが、前年同期と比較して売上高、セグメント利益が増加いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は64億24百万円（前年同期比14.3％増）、セグメント利益は7

億45百万円（前年同期比53.2％増）となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業では、不動産の売買、仲介及び保有している不動産の賃貸等を行っております。第２四半期連結会

計期間に見込んでいた大口の販売用不動産売却が前倒しとなり、売却コストの削減も図ることが出来ました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は47億15百万円（前年同期は1億28百万円）、セグメント利益

は5億12百万円（前年同期比970.6％増）となりました。 

③ 介護事業 

介護事業では、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。当社グループでは、メルシー緑が丘

（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市

戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立った高いレベルのサービスを提供しております。新た

な入居者もありますがご逝去等による退去も多く、入居稼働率アップに苦戦している施設もあり、前年同期と比

較して売上高は増加いたしましたが、セグメント損失計上となりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2億92百万円（前年同期比3.0％増）、セグメント損失は1百

万円（前年同期は2百万円のセグメント利益）となりました。 

④ フランチャイズ事業

フランチャイズ事業では、サルヴァトーレ・クオモ、やきとり家すみれ、プロント、ミスタードーナツ、ツタ

ヤ等の店舗展開を行っております。前連結会計年度において、各店舗の収益性・将来性を踏まえた６店舗の譲

渡・閉店等を実施し収益改善を図り、前期と比較して売上高は減少いたしましたが、セグメント利益は増加いた

しました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3億48百万円（前年同期比38.5％減）、セグメント利益は18

百万円（前年同期比17.6％増）となりました。 

⑤ ホテル事業

当連結会計年度より、ホテル事業拡大に伴い、その他事業からホテル事業をセグメント分離しました。前連結

会計年度に新築・増築オープンした２ホテルおよび当第１四半期連結会計期間に新築オープンした１ホテルは順

調に推移しており、前年同期と比較して売上高及びセグメント利益が増加いたしました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1億62百万円（前年同期比446.3％増）、セグメント利益は7

百万円（前年同期は28百万円のセグメント損失）となりました。 
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⑥ その他事業

その他事業では、太陽光発電事業が主要な事業となります。当第１四半期連結累計期間においては、天候に伴

う発電量の差異により、売上高及びセグメント利益が減少いたしました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は41百万円（前年同期比13.7％減）、セグメント利益は6百万

円（前年同期比26.7％減）となりました。 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間における業績の進捗状況等を踏まえ、第２四半期連結

累計期間及び通期の連結業績予想を修正いたしました。

 詳細につきましては、本日（平成30年８月８日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,338,239 6,825,298 

受取手形及び売掛金 3,238,309 3,290,073 

商品及び製品 40,866 42,730 

販売用不動産 6,084,889 2,214,517 

未成工事支出金 145,241 107,763 

原材料及び貯蔵品 34,765 34,712 

その他 3,882,235 3,649,928 

貸倒引当金 △1,021,730 △1,044,335 

流動資産合計 17,742,816 15,120,688 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,123,849 6,339,498 

土地 6,782,124 8,604,614 

その他（純額） 1,074,912 657,806 

有形固定資産合計 12,980,886 15,601,920 

無形固定資産 475,888 451,240 

投資その他の資産    

その他 2,004,834 2,026,650 

貸倒引当金 △103,052 △94,462 

投資その他の資産合計 1,901,782 1,932,187 

固定資産合計 15,358,556 17,985,348 

資産合計 33,101,373 33,106,037 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,899,901 1,725,972 

短期借入金 3,600,000 1,260,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,639,208 2,682,343 

未払法人税等 196,529 253,022 

賞与引当金 263,070 105,783 

その他 2,296,559 2,745,443 

流動負債合計 10,895,269 8,772,564 

固定負債    

長期借入金 6,232,543 7,875,971 

役員退職慰労引当金 210,293 210,938 

退職給付に係る負債 318,179 323,695 

資産除去債務 138,341 139,979 

その他 823,186 875,285 

固定負債合計 7,722,544 9,425,870 

負債合計 18,617,813 18,198,435 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,808,800 1,808,800 

資本剰余金 1,852,220 1,852,220 

利益剰余金 10,714,497 11,147,966 

自己株式 △78,464 △78,485 

株主資本合計 14,297,054 14,730,502 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 176,568 186,064 

為替換算調整勘定 △26,800 △38,418 

退職給付に係る調整累計額 36,736 29,453 

その他の包括利益累計額合計 186,505 177,099 

純資産合計 14,483,559 14,907,601 

負債純資産合計 33,101,373 33,106,037 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 6,676,559 11,983,715 

売上原価 5,333,124 9,869,098 

売上総利益 1,343,434 2,114,617 

販売費及び一般管理費 1,235,872 1,281,526 

営業利益 107,562 833,090 

営業外収益    

受取利息 10,501 10,649 

受取配当金 1,653 3,435 

受取賃貸料 6,968 8,140 

その他 11,376 14,513 

営業外収益合計 30,500 36,738 

営業外費用    

支払利息 12,713 21,810 

支払手数料 8,699 36,644 

貸倒引当金繰入額 19,717 16,111 

その他 3,482 1,280 

営業外費用合計 44,612 75,847 

経常利益 93,449 793,981 

特別利益    

固定資産売却益 3,603 － 

資産除去債務戻入益 12,141 － 

その他 47 － 

特別利益合計 15,792 － 

特別損失    

固定資産除却損 902 3,743 

減損損失 1,842 － 

その他 28 － 

特別損失合計 2,773 3,743 

税金等調整前四半期純利益 106,468 790,238 

法人税、住民税及び事業税 52,297 219,879 

法人税等調整額 4,791 61,430 

法人税等合計 57,088 281,309 

四半期純利益 49,380 508,929 

親会社株主に帰属する四半期純利益 49,380 508,929 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 49,380 508,929 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,599 9,495 

為替換算調整勘定 △2,569 △11,617 

退職給付に係る調整額 △3,018 △7,283 

その他の包括利益合計 △7,188 △9,405 

四半期包括利益 42,191 499,523 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 42,191 499,523 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。 
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